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事後評価報告書（再評価） 

 

無線システム普及支援事業等補助金交付要綱補足事項の規定に基づき、下記のとおり報告し

ます。  

 

 

記 

 

１．事業概要 

(1) 工事完了日  ：令和４年１月２４日 

(2) サービス開始日：令和４年１月２４日 

 

２．目標達成状況（累計） 

指 標 
目標 

（目標年度） 

（実績値/目標値） 

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 
令和７年度 

（9 月末現在） 

家庭用 Wifi 

の設置数 

(上三永,下三永) 

４１７箇所 

（令和４年度） 
45/210 53/417 120/417 155/417 152/417 

小学校用 Wifi 

の設置数 

(上三永,下三永) 

１箇所 

（令和４年度） 
1/1 1/1 1/1 1/1 1/1 

地域センター用

Wifi の設置数 

(上三永,下三永) 

１箇所 

（令和４年度） 
1/1 1/1 1/1 1/1 1/1 

事業所用 Wifi 

の設置数 

(上三永,下三永) 

１５箇所 

（令和４年度） 
20/10 22/15 37/15 44/15 44/15 

家庭用 Wifi 

の設置数(入野) 

２１２箇所 

（令和４年度） 
135/106 185/212 210/212 229/212 235/212 



小学校用 Wifi の

設置数 

(入野) 

１箇所 

（令和４年度） 
1/1 1/1 1/1 1/1 1/1 

事業所用 Wifi の

設置数 

(入野) 

１箇所 

（令和４年度） 
4/1 4/1 4/1 4/1 4/1 

 

（参考） 

提供可能回線数 

(全１，０６０回線) 

利用回線数 

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 
令和７年度 

（9月末現在） 

上三永,下三永 

(７０４回線) 
 73回線 101回線 180回線 201回線 198回線 

入野 

(３５６回線) 
146回線 195回線 217回線 234回線 242回線 

 

３．中間評価を踏まえて実施した取組 

令和６年７月から加入金・工事費無料キャンペーンを実施。対象エリアの世帯に対し繰り返

しＤＭのポスティングを実施するとともに、訪問営業を実施した。 

三永地区に於いては、新たな小規模住宅団地が造成されたため、ハウスメーカーに協力を仰ぎ、

住宅竣工前に契約ができるよう営業を実施した。 

キャンペーンの周知を継続的に実施するため、学生アルバイトの雇用、販促グッズの用意をし

た。 

高齢者に対して Wi-Fi 環境があることで生活に便利なことを知っていただけるよう、スマホ教

室を実施する計画があったが、直接会場へ足を運べない方々もいることから、教室の実施は見

送ることとし、自社テレビ放送によるスマホ教室の番組をシリーズで放送した。 

 

４．評価  

家庭用 Wi-Fi の設置数： 

三永地区（上三永地区、下三永地区）に於いては加入金・工事費無料のキャンペーンを実

施した結果、高齢世帯の加入は伸びなかったが、新築の住宅団地で比較的若い世帯に対して

効果があった。ハウスメーカーの協力もあり、竣工前にケーブルテレビとインターネットを

同時に契約ができることが加入者のメリットとなった。 

 令和７年３月から他社の光インターネットサービスが始まり、「乗り換え」による解約も発

生した。令和７年９月末時点に於いて、令和６年度末より３件のマイナスとなっている。 

 高齢者向けのスマホ教室を実施する計画は見送り、自主放送によるスマホ活用番組の放送へ

変更したところ、目標の達成には至らなかったが、引き続き、キャンペーンや個別訪問、ポ

スティング等を実施することで、加入世帯数が増加すれば利用率の上昇が見込めると考えて



いる。 

入野地区に於いては目標を達成した。この地域は住宅団地であり、新築も増加している。

新築・中古を問わず、入居される方々に加入の案内をしており、今後も Wi-Fi 利用は増加す

る見込み。 

小学校用 Wi-Fi の設置数： 

目標を達成しており、今後は Wi-Fi 増設に係る回線増設を提案する。 

地域センター用 Wi-Fi の設置数： 

目標を達成しており、問題なく利用して頂いている。 

事業所用 Wi-Fi の設置数： 

 目標は達成しているが、キャンペーンの効果が大きく、三永地区で利用が増えた。 

利用回線数： 

  三永地区（上三永地区、下三永地区）に於いては、令和６年度末に２０１回線(回線利用率

28.6%)と苦戦している。高齢者向けのスマホ教室は見送ったが、自主放送によるスマホ活用

番組の放送や個別訪問、ＤＭ送付、キャンペーンの実施、新築へのアプローチにより利用回

線数は増えた。令和７年度は競合他社の参入で厳しい状況となったが、引き続きスマホ活用

番組の放送や加入金・工事費無料キャンペーンの実施等に取り組み、回線利用率の向上に努

める。 

  入野地区に於いては、令和７年９月末時点に於いて利用回線数は２４２回線(回線利用率

68.0%)であり、順調に推移している。 

 


